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主日のミサは 9:00・10:30 の 2回となっております。 
 

感染対策へのご協力 いつもありがとうございます。         

まん延防止等重点措置が解除となりましたが（3/21）、まだまだ油断は出来ません。 

〇これまで同様に、聖堂の窓や出入口は、積極的に換気を行うため、開放します。 

〇教会に来られたら、検温・マスク・手洗い・アルコールで手指消毒をお願いいたします。 

〇密になること・大声での会話・大勢での飲食も、お控えください。 

〇カードで記した席にお座りください。 

〇祈り・聖歌は、マスクをしたまま、お声を出してください。 

日々の生活に、くれぐれもお気をつけて、お過ごしくださいませ。 

 

  「敵
て き

を赦
ゆ る

し、憎
に く

しむ者
も の

に愛
あ い

を」 
 

                         ジュアン ロムアルドゥス 神父
し ん ぷ

 

 

皆
みな

さん、復活
ふっかつ

祭
さい

を迎
むか

える心
こころ

の準備
じゅんび

として、「敵
てき

を赦
ゆる

し、憎
に く

しむ者
もの

に愛
あい

を」を 

共
とも

に黙想
れんそう

するこのテーマを、今回
こんかい

の巻頭
かんとう

言
げん

で分
わ

かち合
あ

いたいと思
おも

います。 

なぜかというと、キリスト者
しゃ

はイエスの十字架
じ ゅ う じ か

と復活
ふっかつ

から無条件
むじょうけん

の愛
あい

を学
まな

び、互
たが

いに許
ゆる

し合
あ

って、心
こころ

から

兄弟姉妹
きょうだいしまい

たちに、この愛
あい

と許
ゆる

しのメッセージを告
つ

げ知
し

らせることができると言
い

う、一番大切
いちばんたいせつ

な生
い

き方
かた

と 

ミッションを与
あた

えられているからです。 

 

まず、人間
にんげん

関係
かんけい

において、一番
いちばん

難
むずか

しいことの一
ひと

つは、「人
ひと

を赦
ゆる

すこと」です。自分
じ ぶ ん

と相手
あ い て

の間
あいだ

に何
なに

か 

トラブルや問題
もんだい

が起
お

こった時
とき

、ただの、「ごめんなさい」とか、「すみません」という一言
ひとこと

だけでも、なかなか

言
い

えない時
とき

があります。あるいは、言
い

えるようになるまで、時間
じ か ん

がかかると思
おも

います。場合
ば あ い

によっては、 

どうしても相手
あ い て

を「ゆるせない」という厳
きび

しい時
とき

もあります。その時
とき

、相手
あ い て

のことは、「嫌
いや

だ」ということだけで

はなく、むしろ、「邪魔
じ ゃ ま

な刺
とげ

とか悪性
あくせい

ガン」のようなもので、関係
かんけい

を切
き

り離
はな

したいくらいです。自分
じ ぶ ん

にとって、

相手
あ い て

との関係
かんけい

を削
さ く

除
じ ょ

すれば人生
じんせい

はもっと落
お

ちつくし、より幸
しあわ

せになると思
おも

っているからです。しかし、深
ふか

く

考
かんが

えて見
み

れば、人生
じんせい

において、どんなに楽
たの

しいことがあっても、そこに、「赦
ゆる

せない人
ひと

」がいるなら、心
こころ

が

暗
く ら

くなっていきます。なぜなら、心
こころ

の傷
きず

がまだ残
のこ

っているからです。つまり、その方法
ほうほう

は傷
きず

を「包
つつ

む」ためだ

けであり、傷
きず

を「癒
いや

す」ためではないからです。さらに、その心
こころ

の傷
きず

や恨
う ら

みが残
のこ

り続
つづ

けると、今度
こ ん ど

は自分
じ ぶ ん

の

心
こころ

だけではなく、精神的
せいしんてき

なエネルギーを消耗
しょうもう

し、人生
じんせい

はより重
おも

く感
かん

じることがあります。ですから、心
こころ

の傷
きず

が完全
かんぜん

に癒
いや

されるために、何
なに

よりも、「相手
あ い て

を誠実
せいじつ

に赦
ゆる

すこと」が重
じゅう

要
よう

です。つまり、「赦
ゆる

す」とは、単
たん

に今
いま

まで認
みと

められなかった相手
あ い て

の行動
こうど う

を認
みと

めるようになるという意味
い み

ではなく、また、人
ひと

を傷
きず

つけるような行為
こ う い
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も認
みと

めるという意味
い み

でもないのです。むしろ、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の中
なか

にある「赦
ゆる

せない」という否定的
ひて いて き

な考
かんが

え方
かた

の

視点
し て ん

を転換
てんかん

することが大切
たいせつ

です。 

 

まだ、覚
おぼ

えているかもしれませんが、年間
ねんかん

第七
だいなな

日曜日
に ち よ う び

の福音
ふくいん

に主
しゅ

イエスは、「あなたがたに言
い

っておく。

敵
てき

を愛
あい

し、あなたがたを憎
に く

む者
もの

に親切
しんせつ

にしなさい。悪口
わるくち

を言
い

う者
もの

に祝福
しゅくふく

を祈
いの

り、あなたがたを侮辱
ぶじょ く

する者
もの

のために祈
いの

りなさい。あなたの頬
ほお

を打
う

つ者
もの

には、もう一方
いっぽう

の頬
ほお

をも向
む

けなさい（ルカ福音
ふくいん

６：２７－２９）」と

弟子
で し

たちに教
おし

えられました。実
じつ

に、主
しゅ

イエスは、ご自身
じ し ん

でそのように教
おし

えられたばかりでなく、 自
みずか

らそれを

実践
じっせん

され、模範
も は ん

を残
のこ

されたのです。イエスは、十字架上
じゅうじかじょう

に付
つ

けられた時
とき

、ご自分
じ ぶ ん

を殺
ころ

そうとしている人々
ひとびと

に向
むか

って、「父
ちち

よ、彼
かれ

らを赦
ゆる

してください。彼
かれ

らは何
なに

をしているか、自分
じ ぶ ん

たちでもわからない。」と祈
いの

られまし

た。言
い

い換
か

えれば、主
しゅ

イエスは、自分
じ ぶ ん

を苦
く る

しめる人
ひと

に向
む

かって、「あなたを愛
あい

しています。あなたを赦
ゆる

しま

す。あなたの救
すく

いを祈
いの

ります。」という恵
めぐ

みのみ言葉
こ と ば

をかけられたのです。もちろん、ここで、キリストご

自身
じ し ん

が、「その兵士
へ い し

たちの行為
こ う い

を認
みと

めることとか、なかったようにした」という意味
い み

ではなく、むしろ、相手
あ い て

の心
こころ

や 魂
たましい

を磨
みが

くため、また、相手
あ い て

が回心
かいしん

して救
すく

われるようにと祈
いの

られたのです。これこそが、「無条件
むじょうけん

の

愛
あい

です」。痛
いた

みや苦
く る

しみの中
なか

で、どうしても相手
あ い て

を救
すく

いたいという「真
しん

の愛
あい

」です。キリストは、人間
にんげん

の心
こころ

に

持
も

つ罪
つみ

を憎
に く

んでも、その人
ひと

を憎
に く

むことはなさいませんでした。心
こころ

から愛
あい

されたのです。 

 

皆
みな

さん、人
ひと

を赦
ゆる

すことは、自分
じ ぶ ん

のためにできる最高
さいこう

のことでもあります。簡単
かんたん

なことではないし、 

時間
じ か ん

がかかることもありますが、赦
ゆる

すことができたらとても幸
しあわ

せになります。自分
じ ぶ ん

をいやすために必要
ひつよう

で

あれば、あらゆる感
かん

情
じょう

を手放
て ば な

し、重
おも

荷
に

を降
お

ろしましょう。 

「赦
ゆる

し」とは、「踏
ふ

みつけられた花
はな

から出
で

る、良
よ

い香
かお

りのようなものだ。」とある人
ひと

が言
い

いました。私達
わたしたち

が

人生
じんせい

の中
なか

で、もし本当
ほんとう

に人
ひと

を赦
ゆる

すことが出来
で き

るなら、お互
たが

いの間
あいだ

は、どんなにうるわしいものとなっていく

のでしょうか。 

上記
じ ょ うき

のように、主
しゅ

イエスが、「無条件
むじょうけん

の赦
ゆる

しと真
しん

の愛
あい

」をお示
しめ

しになったのは、神殿
しんでん

とか裁判所
さいばんしょ

からでは

なく、「十字架上
じゅうじかじょう

」からです。「痛
いた

みや苦
く る

しみ」の所
ところ

からです。どうか、私
わたし

たち自身
じ し ん

も厳
きび

しい状況
じょうきょう

におかれ

た時
とき

、心
こころ

の痛
いた

みや苦
く る

しみから、愛
あい

を持
も

って、相手
あ い て

を赦
ゆる

すことができますように。相手
あ い て

を赦
ゆる

せるなら、相手
あ い て

の

ためだけではなく、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

も癒
いや

されて、救
すく

われるからです。 

   皆
みな

さん、      「赦
ゆる

し」は、「苦
く る

しい...」 しかし 「美
うつく

しい...」 

              「心
こころ

が痛
いた

い...」 しかし、それこそが、「真
しん

の愛
あい

...」 

              「是非
ぜ ひ

、互
たが

いに赦
ゆる

し合
あ

いましょう...」            アーメン。 

                3月 20日（日）午前９時及び 10時 30分のミサ後に、 

四旬節いずみブロック黙想会が開かれました。 

聖ザべリオ宣教会のクラウディオ神父様の講話が 

録画された DVDを約 30分視聴し、そののち、 

15分間の個人黙想がもたれました。 

テーマは、「耳を傾ける～神の言葉、聖霊のはたらき～」です。講話を通して神父様は、「聴く」こと、 

つまり神の言葉に耳を傾け、教会と洗礼を受けた一人ひとりの生活の中に働いている聖霊の働きに



注意を向けること、さらに耳で聴くだけでなく、目をも用いて、自分の周囲や心の中のことを注意深く 

見ることを呼びかけられました。そのためには日々、主のみ言葉を心と信仰の耳を研ぎ澄まして聴き、

それに伴い、私たちの祈りは、私たちの心や物事への視点を変え、解釈を変え、識別を助け、私たちに

聖霊の働きを認識させ、その贈りものを共同体として分かち合うようになること、その結果、私たちが 

「ともに歩む（＝シノドス的）教会」として、主イエスの名を宣べ伝えるという使命を見い出すと説かれ、 

最後に聖パウロの言葉で締め括られました。      

・・・神からいただいた恵みを無駄にしてはいけません。 

なぜなら、「恵みの時に、わたしはあなたの願いを聞き入れた。救いの日に、わたしはあなたを助けた」

と神は言っておられるからです。今や、恵みの時、今こそ、救いの日．．．（２コリ ６，１－２） 

 

＜＜お祈りください＞＞ 

 

（バルトロマイ丹生信雪
たんじょうのぶゆき

神学生）            

3月 21日、大阪ｶﾃﾄﾞﾗﾙにて、「助祭・司祭候補者の 

認定式」を受けられました。その翌日、浜寺の朝ミサに、 

村田司祭とご一緒に来てくださいました。 

これからの日々が神様の招きにこたえられ 

聖なる叙階に向けての準備の時間として充実したものとなり、 

確実に歩んで行かれますように、私たちのたくさんのお祈りと、 

一粒会の活動を通して支えてまいりましょう。 

よろしくお願いいたします。 You Tube[ｶﾄﾘｯｸ大阪大司教区] 

                    

（ベトナム共同体から・・洗礼式があります）     <ブラジル共同体から、Obrigado> 

4月 10日の 10時 30分のミサの中で、       長い間、ポルトガル語ミサの先唱者とお世話を 

グ○○・バ〇・ト○○さんのご長女の          されていたオ〇・マ〇シ〇さんとご主人の 

グ○○・ハ〇ーちゃんの洗礼式が行われます。 オ〇・テ〇フ〇・ネ〇ソ〇さんが 3月末にブラジル 

ご一家は、福岡への転居が控えております。    へ、帰国されることになり、3月 13日のミサ後、 

新しい共同体メンバーのために、           お別れのセレモニーが行われました。 

ご家族の希望ある旅立ちのためにも、         これからも お元気でお過ごしくださいね。 

ともにお祈りください。                  ご多幸をお祈りしています 

ありがとうございました。    

★お願い★ 
 

財務より・・・ ２０２２年度の維持費袋を更新しております。昨年と番号が 

違う方も数名おられますので、お気をつけください。 

新しく維持費納入をご検討ください（随時）。 

教会の将来を支えてください。 

典礼より・・・ ミサの奉仕者を募ります。 

先唱者・朗読者・聖歌を歌ってくださる方・ 

オルガン奏者。   お待ちしています！ 

 

カリタスジャパン ・ ウクライナ危機人道支援 

緊急募金 受付開始 
郵便振替：００１７０－５－９５９７９ 

加入者名：宗教法人ｶﾄﾘｯｸ中央協議会 カリタスジャパン 

※ 記入欄に、「ウクライナ危機支援」と明記のこと 

 



※ 四旬節愛の献金は、4月 15日（聖金曜）で終了です。 
※10日（日） 10時 30分のミサは、洗礼式の為、日本語ミサは聖堂。ポ語ミサは信徒会館です。 

        評議会はエマオを予定しています。 
 

４月主日ﾐｻ担当一覧  浜寺 9:00 10:30 和泉 9:00 10:30  岸和田 9:00 10:30 

３日 四旬節第５主日 ジュアン  村田 （評議会） ベスコ 

10日 受難の主日 

（枝の主日） 

村田 （評議会） 

11時 ポ語（イッポリト） 
ベスコ  ジュアン（評議会） 

14日（木）聖木曜日   

（主の晩さん） 
１９：００ ベスコ １９：３０ 村田 １９：００ ジュアン 

15日（金）聖金曜日  

（主の受難） 
１９：００ 村田 １９：３０ ジュアン １９：００ ベスコ 

16日（土）聖土曜日 

（復活徹夜祭） 
１９：００ ジュアン １９：３０ ベスコ １９：００ 村田 

17日 ✝復活の主日 ベスコ 
   ジュアン 

14時ジュアン（英語）

語） 

         

村田 

24日 復活節第２主日

（主のいつくしみの主日） 
ジュアン 村田 

     ベスコ 

15時 村田 （英語） 

◇毎週土曜日 ・・・ １９：３０ 主日前晩のミサ（和泉 ）…お休み    

◇平日のミサ 浜 寺 ： 火曜日（毎週）  …9:00           和泉 ： 月曜日（毎週）…9:00・・・お休み 

木曜日（第２，４）…9:00・・・お休み          金曜日（毎月第１）…9:30     

金曜日（毎月第 1）…9:30        岸和田 ：木曜日（毎週）… 9:00 

◇ポルトガル語ミサ    毎月第 2日曜日…11:00（浜寺）  

◇英語ミサ           毎月第 3日曜日…14:00（和泉）   毎月第 4日曜日…15:00（岸和田） 

◇ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾐｻ    毎月第 1日曜・・・（和泉）   第 2日曜･･･（岸和田） 

You Tubeにて、 カトリック岸和田教会の主日のミサが、配信されています。 

「ｶﾄﾘｯｸ岸和田教会」で、検索ください。時間をおいても、ご覧になれます。 

                ご自宅で、霊的聖体拝領としてご参加・お祈りください。 

４月の掃除割り当て表  ・・・ご協力お願いいたします。                             

※十字架の道行き 

  毎週金曜日、14時 40分～ 

  15日で終了です。 

 

※告解の秘跡をご希望の方は 

  各ミサの前後に 担当司祭に 

  各自でお願いしてください。 

         第 1 ミサ後      第 2 ミサ後            

３日      聖堂掃除機  

信徒会館椅子準備   トイレ掃除 

１０日        トイレ掃除     聖堂掃除機                          

１４日（木）             消毒のみ  

１５日（金）           消毒のみ 

１６日（土）           消毒のみ 

１７日      聖堂掃除機      トイレ掃除  

２４日      トイレ掃除      聖堂掃除機 


